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段階的接近法による短期経済予測

熊谷一隆

“ 
段階的接近法 (Successive Approximation 

Method , 以下 SA法と略)はマクロの短期経済

予測の l つの子法である.短期の経済予測の子法

には，計量経済モテ、ルを使用する方法や，先行指

隙，ディフュージョン・インデックス， 子測調査

などを利用する方法があるが， SA法は社量経済

学的手i去を中心に，各種調査，統計，情械を加味

した定性的判断を加えて行なう総合的な示気予測

である.

日本経済研究センターは昭和42年 7 月以来， 10 

年あまりにわたって， SA法による四半期別 18カ

月経済予測( 3 JJ , 6 月， 12月の年 3 回発表)を行

なっているが，この間， SA法の原氏IJは堅持した

まま実体経済の変化に適応して，個別項目の f洩Ij

子法，内容を修正してきている.ここで、は，日経

センターが現在行なっている，予測手法の特色，

具体的方法について述べたい.

1. SA法の長所

SA法以外の短期経済予測の方法として，以下

のものが考えられる.第!にディブューション・

インデックスや景気警告指標によるもので，過去

の変動の経験をもとにして，機械的に将来を予測

しようとするものである.この方法は景気の転換

点を見つけ出すには，すぐれているが，先行指標

などデータ面からの制約が多い.また景気の転換

点は把握できても，どの程度の落ち込み，あるい
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は l二界かとい勺た点を数量的にとらえられない.

さらに構造変化の激しい経済では，過去の変動の

型から将来を見通すことにも無理がある.

第 2 の方法は，積み I二げによるもので，経済全

両l庁の国民所得統計の作成手順に似た形である

(全両庁の作業は実績について行なう).これは消

貸，投資，財政や輸出入等を個別に推計して，そ

れを総合して予測するものである.計量モデル予

測に比べて機動的に対処できるというメリットは

あるが，しかし，この方法では，経済問の相互依

存関係を無視していることになり，ここに本質的

嫌点がある.実体経済の中では，消費は投資その

他に影響され，逆に投資は消費その他の要凶によ

って決定されるからである.さらにこの方法では

生産と需要の斉合nもとりがたい.

第 3 に計量モデルによる方法である.これは連

立方程式体系を用いて，同時に各変数を予測する

もので，積みとげ法の持つ欠点を回避でき，方法

論的にはー昏すっきりしている.計量モデルには

政策シミュレーションによって，たとえば減税，

公共投資，金利の変化などの実体経済に与える効

果を数量的に測定できるといった利点もある.し

かし，経済構造は常に変化しており，変数相互の

関係は刻々と変わっている.過去の動きはよく説

明できても将来，モデルのように実際の経済が動

くとはかぎらない.また最近数年，円の切り上げ，

石油ショックといった大きな構造変化が起きてお
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内生変数群

外生変数群

その他現状・先行指標

前回予測値
り，こうした点から考えても計量モテザルに全面的

にたよる予測も無理がある.

これに対して，段階的接近法は， (右のフローチ

ャート図参照)

①はじめに仮設値を設ける

②この仮設値をもとに，生産，物価などの外生

変数群を決定，さらにこれを用

いてGNE (国民総支出)の各

需要項目など内生変数群を推定

する.
外
生
変
数
群

③内生変数を積み上げて，は

じめの仮設値と比較し，両者に

喰い違いがあれば，仮設値を修

正して①に戻る.
内
生
変
数
群

以下，両者が一致するまでこ

の手順を繰り返すとし、う段階的

接近法である.通常日経センタ

ーでは 2 - 3 回この手順を繰り

返している.この間， SA計量

モデルをシャドウモデルとして 卜Sバランス

D-Sバランス

総合判断
計量シミュレーション

(追加される同
現状・先行指

NO 

今回予測値

用い，予測値のチェックおよび

政策シミュレーションも行な

う.また各部門間では，大きな

段階ごとだけでなく，常に相互

にフィードバックが行なわれ

る.いわば各部門が計量モデル

正したものより，もっともありそうな経済の将来

の姿をえがきだせるのではなかろうか.

予測の方法 t段階的接近法フローチヤ{ト)

における各個別推計式の役割を果たしているわけ

で，このため各変数聞の相互依存関係も厳密では

ないがある程度チェッグできる.
予測の具体的手順

現在の予測体系の各部門は，図に示すとおりだ

が，このほか各部門の相互依存関係の厚薄によっ

て，以下に示す大きなプロックにわかれ，ブロッ

グ聞のチェック，フィードバック，さらにブロッ

ク聞の調整も随時行なう.

2. 

各プロックがカバーするおもな分野はつぎのと

@伺人ブロック:個人所得，個人消費支出，民

オベレーションズ・リサ{チ

おりである.

このように段階的接近法は，積みとげ法や計量

モデルの長所を組み込んだ総合的手法で、あり，短

期の景気予測については現在のところ一番し、い方

法と考える.ただ段階的接近法は，他の方法，と

くに計量モデルに比べて予測者の判断に頼る部分

が大きいという薗を持っている.しかし現在のよ

うに激しい経済変動の中で計量モテツレが生の形で、

使用できないとすれば，段階的接近法による予測

が計量モデルの予測結果に定性的判断を加えて修
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間住宅投資

@企業ブロッグ:法人所得，企業収益，民間設

備投資，民潤在感投資，拡工業生産・出荷・在庫，

稼動E私生産能力，需給バランス，企業収益，雇

用

@財政ブロック: ï政府消費，政府投資，畠税，

地方税，移転支出，歯菌

母金融ブ戸、y グ:金jfij，マネーサプライ，金融

市場，企業金融，資金需給

。物価ブロック:消空費者物価，卸売物価

。爵際経済ブ口ツグ:役界貿易，米魁経済，欧

州経済，世界経済，殺界輸入植務，日本の輸出，

輸入，関際収支

@計量ブロッグ:予測値チェツグ，各種シミュ

レ~，ン泣ン

(1) 慌設健の設定

仮設俸はフィードバッグの手続きを畿で，最終

的には予測値=仮設値となるわけだから，理論的

にはどんな値でもいい.しかし，最初に最適値と

想、定されるものを設定したほうが，ブィードバッ

クの回数が少なくてすみ，作業手続きを簡略でき

る.さらに現実の経済の動きから遊離した仮設艦

で、は，去を近時点から将来の経済の動きが担握しに

くい.このため仮設値は吟味してきめる必要があ

る.

仮設鑑を設定する諜，一番のヨ安となるのは前

聞の子予測値である.これに加えて， GNPの QE

悠(第 i 次速報鑑)をはじめとして，最新の情報，

先行指標の動き，各種サ{ベイの讃査結果などを

加味して設定する.

この際，とくに前田予測時点からの情勢の変化

や，受近時点の動きが吉君臨予ìllU と逮切った場合，そ

の原菌について留意する必要がある.また設定さ

れた仮設鐙を SA計量モデルに入れて，もしバラ

ンスがとれていない場合は，この仮設備を修正す

る.

(2) 第 1 次予.鐘の作成手額

a. 外生変数若手
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仮設値がきまると，これをもとにして外生変数

群の予測が行なわれる.まず，仮設僚の需要動向

に対して鉱工業生産・出荷・在庫の動向を予測す

る.一方，需要動向に対して卸売物櫛や消費者物

備の動向を予測する修また財政・金融ブロツグで

は，政府の景気対策の動向や金融政策の童書きを懇

定しながら，金利やマネーサプライを予f隠する.

さらに予算の執行状況，今年麓，来年度の予算動

向をみながら政府支出を決定する.

悶際経済ブ開ツクでは，米関経済の動向，世界

貿易，通貨の動向等を予郷ずる.これらの作業は

問時併行的に進められるが，この間，卸売物縮か

ら消費者物価への披及の具合，物細動向と金融政

策，生産と物儲の鵠係について相互にチェッグし

ながら進行する.

b. 内生変数群

つぎに予課目された外生変数群をもとにして，内

生変数群の予測な行なう.以下代表的な項目につ

いて内容およびアプローチの仕方について述べた

• 、3
u
v
 

b. し 億人ブロック

まず偲1人ブ口ックでは，生産指数をもとにして

緩潟指数を算出する一方，生産・出持動向から時

間外労働時間などを算出，これから賃金指数を予

澱，以上から分配所得の大半を占める襲用者所得

を決定する.他方，財政，とくに食管会計の数字

をもとに農林業主所得，仮設備による景気動向か

らその越個人業種所得を求める.また金融から得

られた個人金融資産残高と甑設健GNPを用いて

偶人財産所得会決定，以上から偲入所得を決定す

る.

こうして求められた摺入所得から，偶人税や社

会保険負担等の蛾除項百を差し引くと，偲人可処

分所得が求まる.これを偲人鴇費支出および億人

貯替に分割する際には，個人可処分所得を説明変

数とする個人消費関数を使用し，貯蓄率関数等で

格立にチェックしつつ妻個人金議室残高，家計調査

報告，百貨店版発，消費者動向予測調叢などの現
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状，先行指標による定性判断を加えて決定する.

前記 2 関数については，安定度が高く十分機能し

ている.

さらに物価班より得た消費者物価指数を説明変

数とする関数を用いてデフレータを決定，その後

実質個人消費支出を求める.以上のプロセスによ

って国民総支出の最大構成要素たる個人消費項目

が推定されるのであるが，ちなみにこの項目のた

めに整備されている関数は約35本である.しかし

この約35本の方程式群が個人消費のモデルを構成

しているというわけではなく，重要な変数に関し

ては数種類の理論仮説より構造式の定式化が行な

われている.予測に際しては，これらの構造式を

すべて使用しつつ，予測の判断領域をせばめ，そ

の後において，各種入手可能な現状，先行指標を

駆使し，最終的予測値の決定へと進んでいく.

この項目で使用される資料は， 20種類以上にお

よんでいる.その代表的なものを掲げると，労働

力調査報告(労働省)，毎月勤労者統計調査報告

(労働省)，家計調査報告(総理府)，商業動態統

計(通産省)などである.

b.2. 企業ブロック

つぎに企業ブロックの代表として民開設備投資

に目を向けてみる.どの項目についても共通して

言えることであるが，とくに至近時点の予測には

注意を要する.至近時点をおさえるために，まず

月次の資本財出荷指数および卸売物価を説明変数

とする関数を利用する.

さらに現状指標として機械販売統計，先行指標

として 1-2 四半期前の機械受注額，建設工事受

注額などがチヱツク材料として使用できる.さら

に有力な情報としては，経済企画庁の法人企業投

資予測調査がある.

こうして至近時点、をおさえた以降の予測につい

ては，通常投資関数として， (1)ストック調整原

理型， (2) 加速度原理型， (3) 利潤原理型などが

考えられている.こうした関数による接近方法に

ついて実態面から検討をしてみる.

626 

まず( 1) と (2) は資本ストソクと産出量の聞に，

ある安定的な傾向値(資本係数)な想定している.

これまでの日本の設備投資循環局面からみると，

ストック調整的な要因のみでは説明カに限界があ

り， 関数としても精度がよくない. (3) は法人所

得との関係をみるものである.

従来の関数の中では， この (3) によるものの精

度が高かった.しかし近年法人所得のみでは変動

が激しすぎる.売上高とか，鉱工業生産指数なと

の他変数も併せて考慮しているがし、まだ改良にい

たっていない.昭和49年以降の狂乱物価期，その

後の未曽有の不況期を経た現在，予測は従来の関

数では説明力が弱く，追いきれないのが実情であ

る.最近時点の状態にのみ着目したのでは自由民:

に問題が出てきて，はたして今後の局面を予測で

きるかどうか疑問である.

最近の予測では，このような考えをふまえた関

数の開発に時間的な余裕が乏しく，定性的判断言ど

前面にもってこざるをえない.そこで具体的アソ

ローチとしては，やや細かくなるが，まず外生変

数として与えられる (1)鉱工業生産指数， (2)製

品在庫率指数， (3)稼動率指数との関係に注目す

る. 実質的な企業の売上げとして(1 )を， 企業家

の投資マインドを (2) ， (3) の動向で把握しようと

する.ストック調整的な面は，ストッグの:l"l'ïlmヰ;

と GNEの伸び率との関係でとらえる.企業収益

班の見通しから，売と高営業利益率，総資本営業

利益率なども重要な項目である.

また各金融・調査機関による設備投資アンケー

トの結果も大まかな判断材料となろう. イ壬w投

資，輸出，政府総固定資本形成などのGNE項 u

の動きにも着目を要する.

こうして決定される民間設備投資は，主体別

(法人製造業，非製造業，個人企業)にチェックす

る.経済企画庁の主体別設備投資に関する内部資

料を利用しつつ，法人製造業については，第 2 次

産業の資本ストック，稼動率，アンケー卜調査の

業種別判断，非製造業については，同じくアンケ
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ート調査，個人消費支出等の需要項目，全銀貸出

し約定平均金利などからの定性判断による.個人

企業については，やはり従来の関数が利用できな

くなってきているので，法人企業統計季報を規模

別にみて資本金 2 ， 000万円程度の企業の動向，中

小企業関係のアンケー卜にたよるほかない.

以上のように民開設備投資の予測は，とくに最

近の経済変動の状況からして計量モデル的，関数

的接近の困難な分野であろう. こうした場合に

は，その分合補なうべく各種情報，他グループから

のデータのフィー Fノくックが重要となっている.

b.3. 国際経済ブロック

最後に国際経済ブロックから輸出項目の予測を

とりあげてみる.至近時点の予測については，先

の民間設備投資同様，現状・先行指標として月次

通関輸出統計，信用状接受高， 33商社輸出見通し

(企画庁)などが使用される.

で近時点以降については，通関輸出の予測が中

心であるが，ここでは当センター開発による“試

淳的接近法"が使用される点に特色がある.

このポイントは，関数によって所得弾性値と，

価格弾性値を推計し，世界経済・貿易班よりの世

界貿易の予測値および，世界工業品の輸出価格，

日本のドル建輸出物価を組み込んで、実質通関輸出

の値をきめる点にある.このプロセスを骨として，

すべての関連情報が，ブローチャートに整理され

ており，これを使えばこの分野のシミュレーショ

ンが即座に，しかもかなり柔軟に行なうことが可

能である.

これまでのところこのプロセスは十分に機能し

ており，何ケースかのシミュレーションにより予

測値の姿を描き出すのに有効である.

この試算的接近法というのは，最終的な実質通

関の予測値を直接に関数で求めるという方法によ

らず，実際には，関数を構成する説明変数の相互

関係をいったん分解し，その後，各変数に定性判

断を加えつつ再び組み立てるという方式であると

いえよう.こうして得られた値を，例によって商
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社等による年間見通しを参考に年度輸出額面から

チヱ、ノクする.この通関輸出値から，国民所得統

汁上の輸出の値にまで導く方法については，ここ

では省略する.

なお最終的には，さらに地域別日本の輸出動向

(世界経済班からの地域別輸入動向を参考に)を推

定して，全輸出額をチェッグしたり，主要商品の

輸出額については，業界のヒヤリングや新聞情報

をもとに決定し，その面からも全輸出額を検討す

ることになる.

以上第 1 次予測値の作成手順を述べたが，外生

変数群から内生変数群への数値のやりとり，内生

変数群内での情報の伝達がし、かに複雑にからみあ

っているかということ，つまりフィードパックに

注意が払われているかがおわかりいただけたと思

う.さらに各項目によって計量モデル的なアプロ

ーチが有効なもの，大半を定性判断にたよらざる

をえないもの，独自の体系的枠組みを持つものな

どにつし、てもその内容を指摘した.以上個別の予

測値を積み上げ、てGNEをはじめとする第 1 次予

測値を決定する.

(3) 第 2 次予測値の作成および最終予測値へ

このようにしてで、き上った内生変数を積み上げ

て，仮説値と比較しつつその全体像を会議で検討

し，斉合性および景気に対するイメージという観

点から問題を指摘した後，再び外生変数群の修正

予測に入り，内牛ー変数の見直しへと第 2 次予測値

の作成に移っていく.このようなプロセスを繰り

返すことによって，短期予測班をとりまとめる主

査と各担当者聞の喰い違いをつぶし，さらに 1-S，

D-S 回もチヱソグされ， 順次全予測値がきめら

れてし、く.

3. 運用と評価

すで、に述べたように，段階的接近法による予測

には，体系全体としての華麗さはない.むしろ非

常にドロくさい感じさえ与えるかもしれない.し

かし，運用と評価という点から以下とりまとめて
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みる.

① 個人消費支出，民間設備投資，輸出などの

各項目は，それぞれ固有の予測プロセスを保有し

ている.それはかならずしも計量モデル的な首尾

一貫したサブモデ、ルではなく，むしろ各ブロック

はつの変数についても多数の関数が整備され

ていて，それらを駆使しつつ判断領域をせばめ，

その後利用可能なデータをおり込んで定性的判断

を加えていくという形態をとっている.

② 全般的な斉合性は，シャドウ計量モデルに

よるチェッグ，仮説値から第 1 次予測値へ，そし

て第 2 次・…・・最終予測値へというフィードバック

・プロセスによってとられていく.フィードパッ

クは各項目の担当者間でも頻繁に行なわれる必要

がある.

③ 斉合性ということについては，計量モデル

による予測が最適であろうが，これとても“model

oriented" ということであって，現実には定性判

断による修正の度合が大きい.とくに過去 2 -3 

年にわたった経済の激動を十分に消化できている

とは思えない.変化する経済状態を考慮しつつ常

にモテールの補修を行なうためには，多大な時間と

労力が必要となろう. SA法による予測は，上述

したように，部分的には計量モデル的指向をしつ

つ，適用可能なあらゆる情報，プロセスを組み込

む“human oriented" な予測体系であると言え

る.

④ オ重大な定性判断材料の分析は，各項目の担

当者の情報収集および分析能力に依存している.

現在予測作業は 12-13人がおのおの l 項目を担当

するというベースで行なわれているが，これは日

本経済研究センター総合研究部の委託研修生制度

ゆえに可能と言える.

⑥ 今年の 6 月の予測で:33回をむかえたが，過

去 10年来の予測結果を評価すれば，一応満足いけ

るものであったと考えられる.ただオイルショッ

ク後の予測では，政府の政策を十分に読みきれず

楽観的結果に終わった.これがよき反省材料とな
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ってその後いっそう厳しくみつめている.

⑥ 問題点としては，まず各項日の担当者の景

気に対するイメージに違いがあることから段終予

測値に到達するまで時聞がかかることであろろ.

しかし予測が企業から派遣される委託研究生に研

修の場を与えていることもあり，現行方式は評価lî

できょう.

⑦ 最後に，言うまでもなく SA法による予測l

方式ではシミュレーション的なスタディが即座に

できず，どうしてもはじめから，ありうべき姿を

ねらうという型をとらざるをえない.しかし 46"1

の円切り上げの影響，あるいは49年の石油ショ、ソ

グの事態といった問題についてはとくに力を入れ

て予測しており，計量経済学的にみて厳密なシ 4

ュレーションとは言えないが，計量モデルの構築

に時間がかかることを考慮すると，大きな構造変

化をともなう経済変動に対して，より機動的に対

処できたのではないかと思われる.

むすび

SA方式は計量:モテ、ノレ的な怠坊主で、の“モデル"

とは言いがたいのだが，ひとつの体系的予測方法

として，し、かなる経済的変動にも柔軟に対応する

広い怠味での“モデル"と言えるのではないだろ

うか.

今後は，シャドウ計量モテ、ルの改良や，関数の

精度，アウトプットのチェッグ方式などにより，

修正，改善を加えつつ，より精度の高い SA予測

を可能にするようにいっそう努力をかたむけてレ

きたい.
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